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ＩＣＴ機器を活用した教育の推進
新学習指導要領へ対応し、子どもたちの情報活用能
力の育成や、個別最適化された学習環境の実現を図
るため、積極的にＩＣＴを活用できるように、学校
における学習者用コンピュータな
どのＩＣＴ環境の充実を図ります。

新型コロナウイルス感染症の影響による所得の減少
等により、本奨学金制度の出願者数の増加が見込ま
れることから、基準に達する方をできる限り選考で
きるよう、交付人数枠を拡大します。

特別な教育的支援を必要とする児童生徒の教育環境
を充実させるため、令和３年度から緑小学校、千歳
第二小学校、日の出小学校、桜木小学校、泉沢小学
校、東千歳中学校に特別支援学級を開設します。
なお、北進小中学校についてはこれまで同様、セン
ター校として市内全域が校区となります。

習熟度別少人数指導の実施を目的
に「学習支援員」を小学校13校
と中学校６校に配置します。

過大規模校である北陽小学校の教育環境の改善を図
るため、分離新設校である「み
どり台小学校」の令和４年度開
校に向けて建設工事・外構工事
を行うほか、開校時に必要な備
品を整備します。

老朽化した校舎の外壁や屋上、校庭の遊具などの改
　　　　　　　　修工事、ボイラー等の更新工事を
　　　　　　　　計画的に進めます。

・学習者用ＰＣ整備（全中学校）
・電子黒板の更新（中学校２校）
・ICTサポーターの全校配置

◇高校の部◇　   　    　
　　　75人 ⇨ 115人
◇大学の部◇
　　　40人 ⇨ 65人

◇学習支援員◇
小学校22人、中学校６人

　　

・小中学校改修工事：４校
・小学校ボイラー等更新工事：２校

令和３年度 主な教育施策（案）の概要令和３年度 主な教育施策（案）の概要
令和３年度の教育予算（案）は、総額約65億７千万円で内訳は下記円グラフのとおりです。
新たに策定する『千歳市教育振興基本計画』を基に、教育施策を一層推進します。
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「からふる」は、千歳市の特色ある教育や学校の取組を広く紹介するために、年4回発行する季刊紙です。子どもたちや学校
にはそれぞれの特徴があります。その個性がさらに色鮮やかに輝いてほしいという願いを込めて「からふる」と名づけました。



　急速に情報化が進む今日の社会において、生きる力を育むため、子どもたちの生活の中心となる学校で
も、情報通信技術（ＩＣＴ）を活用することがより一層求められています。
　令和２年度から小学校、令和３年度から中学校で全面実施となる新学習指導要領でも、情報活用能力が
「学習の基盤となる資質・能力」と位置づけられるとともに、学校において、情報手段を活用するために必
要なＩＣＴ環境を整え、これらを適切に活用することが示されています。
　千歳市では、小中学校において、確かな学力の育成に向けたＩＣＴ機器の活用や、児童生徒の情報活用能
力の育成、個別最適化された学習環境の実現を図るため、電子黒板やデジタル教科書などのＩＣＴ機器の整
備を推進してきました。
　令和２年度は、全小中学校で、学習者用コンピュータや校内無線ＬＡＮ
を新たに整備するとともに、小学
校と中学校のデジタル教科書や
電子黒板用のコンピュータを更新
しました。
　今後も、学習者用コンピュータ
の充足や電子黒板等の更新を行う
など、子どもたちの学習環境を充
実させるため、学校のＩＣＴ環境
の整備に努めます。

　千歳市では、これまで学校教育分野と生涯学習分野の計画をそ
れぞれ策定してきましたが、今日的な教育課題に対応するため、
教育に関する施策を総合的・体系的に進めていくことを目的とし
て、これらの分野を統合した、令和３年度から令和12年度までを
計画期間とする「千歳市教育振興基本計画」の策定を進めていま
す。
　本計画の策定にあたっては、学識経験者、教育関係者など15名
の委員で構成する「千歳市教育振興基本計画策定会議」において
４回にわたる熱心な審議をいただき、先日、教育委員会へ策定会
議の宮永会長と五十嵐副会長、北野副会長から千歳市教育振興基
本計画（原案）について、ご報告をいただきました。
　まもなく計画が決定しますので、次号では具体的な取組などに
ついてご紹介します。

学校のＩＣＴ環境の整備について

千歳市教育振興基本計画の
策定状況について

≪令和２年度ＩＣＴ環境の整備内容≫
・学習者用ＰＣ整備
・校内無線LANの全校整備
・小中学校デジタル教科書の更新
・電子黒板用コンピュータの更新

ＩＣＴ機器の整備は、
防衛省の特定防衛施設
周辺整備調整交付金を
活用し実施しています。

学習者用コンピュータを活
用した授業の様子

電子黒板を活用した授業の様子

学習者用コンピュータ活用の様子

千歳市教育振興基本計画策定会議から
教育委員会への計画原案報告の様子



末広小学校　「イヤイライケレー」  ～ありがとう～ 

千歳第二小学校 PTA図書ボランティア ～読書週間に合わせた読み聞かせ～

向陽台中学校　作業学習～少人数授業～情報モラル～コロナ対策 

学校の特色ある取組を紹介します！

　校内に千歳のアイヌ民族の伝統的な家屋を再現した「チセ」を拠点に、全学年で「ア
イヌ文化学習」を始めてから、今年で25周年！ますます充実しています。
　１年生での楽しい「ウポポ」「ホリッパ」からスタートし、先住民族アイヌの衣食住な
どを順に体験学習。６年生ではアイヌ文様の刺繍が卒業制作の一つです。この間、顔な
じみになる多くの講師の皆さんの優しい笑顔・温かい交流こそが、学習の基盤になって
います。「イヤイライケレー！」
　６年生は修学旅行で「ウポポイ」を見学。事前学習も行い、ガイドさん等がその理解
の豊かさに驚いたとか…。

　千歳第二小学校のPTA活動には、各委員会活動以外に、ボランティア活動として、図書ボランティアとベルマークボラ
ンティアがあります。図書ボランティアは例年であ
れば年間８回程度、読み聞かせを行っていますが、
今年度は、12月のみ読書週間に合わせて実施しまし
た。三密を避けるために１年生教室、２年生教室、
３年生教室と３回に分けて実施しました。ボランティ
アさんが素材を作り、たくさん読書した児童にプレゼ
ントしたオリジナル貸出カードも大好評でした。

　昨年はコロナ対策一色の１年でした。先が見えない不安を常に抱き、活動も背伸びできない。そんな１年でしたが、生徒
も先生も工夫を凝らした活動を行ってきました。
　①作 業 学 習：特別支援の学習で、駐車場の白線が消えていることに気づきました。「塗ろう」と活動開始！
　②少人数授業：少人数加配で数学の先生が増え、習熟度別少人数授業
　　　　　　　　を始めました。すると、見る見るうちに！
　③情報モラル教室：サイバーパトロールを警察から依頼されてる方に
　　　　　　　　　　講演を頂きました。「えー」との悲鳴！
　④コロナ対策：もう聞きたくない言葉かもしれません。そんな時、生
　　　　　　　　徒が作ったポスターに癒されました！

　昨年12月に、株式会社戸田運輸様から、市内の中学校２校（千歳
中、勇舞中）に、吹奏楽部で活用するためのアルトサックスとクラリ
ネットを寄贈していただきました。
　株式会社戸田運輸様からは、平成22年度から毎年、ＩＣＴ機器や、
近年は吹奏楽部等で活用するための多くの楽器を寄贈いただいてお
り、児童生徒から感謝の声が上がっています。
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　「充実・発展する北陽小ＰＴＡ～連携と発信」をテーマに、レクや研修会、広報誌の発行、
環境整備作業、地域・家庭・学校が一体となって取り組む「北陽っ子祭り」の活動を進める予
定でしたが…。今年度はコロナ禍で多くの活動が制限されてしまいました。その中でも、ＰＴ
Ａ事務局が中心となり、ボランティア窓拭きの企画・実行、同じくボランティアによる広報誌
の発行を行うことができました。子ども達の充実した学校生活を応援していけるよう、青木会
長のもと力を合わせ、充実・発展する北陽小学校になるようＰＴＡ活動に取り組んでいきます。

　ウサギの大親分、ドン・ウッサの
「空が飛びたい」という夢をかなえる
ために、３羽の子分が奮闘するお話。
親分をゴムで飛ばしたり、 大きなシャン
パンのコルクに乗せて飛ばしてみたりと
試行錯誤するも、 上手くいかず…。
　果たして親分は無事に空を飛ぶこと
ができるのか！？作者のキューライス
さんが描くかわいい世界観がとても好きで、今回この本
を紹介しました。以前小学校でこの本をよみきかせした
時は、子どもからの反応がとても良かったです。
　また、子どもだけでなく大人も楽しめる絵本だと思い
ます。機会があれば、ぜひ読んでみてください。

　彼女はその天気の悪い日、洋食屋の
アルバイトのシフトを代わってもらえ
ず、働かざるをえなかった。ブルーな
気分の彼女は自分にこう言い聞かせる。
「今日はたまたま20歳の誕生日なだけ
で、特別な１日じゃない。」
　料理をレストランのオーナーに届け
に行くと、初対面のオーナーは彼女に
不思議なことを言う。「あなたの願いを一つだけ叶えてあ
げる。一つだけ、あとで変えることはできないよ。」　
　彼女は何を願ったのか、それは物語の中で、ヒントし
かあたえられません。大切な人と一緒に読んで、彼女の
願いについて考えたくなる一冊です。

＜支笏湖小学校 / 高台小学校　学校司書
　綾部　ふうかさん おすすめ＞

「ドン・ウッサそらをとぶ」
キューライス作／白泉社

縄文文化を知ろう！～勾玉づくり～
　１月４日（月）～11日（月）に、埋蔵文化財センターで体験学習会「勾玉をつくろう！」を開催し
ました。勾玉とは、古代の日本における装身具の一つで、千歳市内でも出土しています。期間中
は、幼稚園児から80歳代まで延べ35名が参加し、参加者からは「かっこいい仕上がりになって
よかった」「楽しかったのでもう一回やりたい」「時間をかけて物をつくる楽しさを感じた」「石
を加工する大変さがわかった」などの声が寄せられました。

「～ちとせ★いぶすき～ふるさとガイドオンラインツアー」を実施しました！
　１月23日に、姉妹都市鹿児島県指宿市の児童11名と千歳市児童11名で、オンライン交流を行いました。
　各自、事前に自分たちのまちのテーマを選んで調べ、当日はガイド役にな
り、緊張しながらも頑張って発表しました！特産品や貴重な自然の恵み（雪
だるまや菜の花）を送り合い、歴史や文化、まちづくりの違いを感じなが
ら、姉妹都市の友好、絆を深めました。

「令和２年度なかよしさわやかDAY・いじめシンポジウム」をオンラインで実施しました！
　11月28日～12月27日の１か月間、いじめ等の問題をみんなで考える機会として、23回目となる「令和２年度なかよしさ
わやかＤＡＹ・いじめシンポジウム」を、今年度は、新型コロナウイルス感染症対策として、講師の講演動画をYouTubeで
配信し、ご家庭や学校で視聴していただきました。
　基調講演は、落語家の「桂ぽんぽ娘」さんに「なぜいじめはなくならないの？」と題して講話をいただき、また提言校か
らは、これまでの「いじめ防止」に関する取組の資料を児童会・生徒会に配布し紹介しました。

＜千歳中学校 / 勇舞中学校　学校司書
本田　華織さん おすすめ＞

「バースデイ・ガール」
村上春樹著／新潮社

ボランティア窓拭きの様子


